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○
奈
半
利
町
公
金
預
金
保
護
に
関
す

る
条
例

　

取
引
金
融
機
関
に
お
い
て
ỏ
預
金

保
険
法
ớ
昭
和　

年
法
律
第　

号
Ờ

４６

３４

第　

条
第
２
項
に
規
定
す
る
保
険
事

４９
故
が
発
生
し
た
際
の
奈
半
利
町
公
金

預
金
保
護
に
関
し
て
必
要
な
措
置
を

定
め
る
も
の
Ố

 

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

○
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
ỏ
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
の
出

産
一
時
金
の
変
更
を
行
う
も
の
で
ỏ

そ
の
内
容
は
ỏ
現
行　

万
円
を
４
万

３８

円
増
額
し
ỏ　

万
円
と
す
る
も
の
Ố

４２

 

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

 

○
奈
半
利
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更

　

奈
半
利
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
に
高
知
県
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
更

新
事
業
負
担
金
等
を
追
加
変
更
す
る

も
の
Ố

 

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

◆
報
告
事
項

○
有
限
会
社
な
は
り
観
光
文
化
協
会

の
経
営
状
況

　

有
限
会
社
な
は
り
観
光
文
化
協
会

の
第
６
期
の
営
業
報
告
が
提
出
さ
れ

た
Ố

　

そ
の
経
営
状
況
は
ỏ
収
入
合
計

５
ỏ
９
７
０
万
円
ớ
前
年
度
比
１
ỏ

０
９
７
万
円
ỏ　

・
５
％
減
Ờ
で
ỏ
営

１５

業
利
益
は
ỏ　

万
円
の
プ
ラ
ス
と

３８

な
ỳ
た
Ố

 

 　

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
　

ớ
９
月
８
日
Ờ

○
調
査
事
件

ớ
１
Ờ
財
政
見
透
し
と
基
金
運
用

ớ
２
Ờ
交
付
金
事
業
の
状
況

ớ
３
Ờ
あ
ỳ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ồ
事
業
の
状
況

ớ
４
Ờ
そ
の
他

○
ま
と
め

ớ
１
Ờ
平
成　

年
度
Ỗ
平
成　

年
度

１９

２１

の
３
年
間
に
起
債
の
繰
上
償
還
ớ
４

億
５
ỏ
７
０
０
万
円
Ờ
を
実
施
し
て

い
る
Ố
平
成　

年
度
の
決
算
で
は
ỏ

２０

財
政
不
足
を
補
う
基
金
の
取
り
崩
し

は
減
債
基
金
の
５
ỏ
６
０
０
万
円
と

な
ỳ
た
Ố　

年
度
も
繰
上
償
還
ớ
２
億

２１

４
０
０
万
円
Ờ
は
あ
る
が
ỏ　

年
度

２２

以
降
は
ỏ
基
金
の
取
崩
し
は
大
幅
に

減
り
ỏ　

年
度
に
は
起
債
と
基
金
が

２５

同
額
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
Ố

　

民
主
党
政
権
で
今
後
の
公
共
事
業

の
見
直
し
等
ỏ
財
政
見
透
し
は
困
難

な
状
況
で
あ
り
ỏ
慎
重
な
対
応
が
望

ま
れ
る
Ố

　

行
革
に
よ
る
人
件
費
ớ
職
員
給
料
Ờ

の
削
減
は
ỏ
生
活
給
で
あ
る
こ
と
か

ら　

年
度
に
は
ỏ
元
に
戻
し
た
い
Ố

２２
ớ
２
Ờ
町
道
等
の
設
計
委
託
の
外
注

が
多
い
こ
と
か
ら
技
術
職
員
等
の
計

画
的
採
用
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
Ố

ớ
地
元
雇
用
の
要
望
Ờ

　

商
業
活
性
化
補
助
金
ớ
商
品
券
Ờ

の
検
証
ỏ
活
用
が
低
く
今
後
活
性
化

策
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
Ố

ớ
３
Ờ
多
様
な
元
気
老
人
が
体
操
や

レ
ク
リ
ỻ
ồ
シ
ἀ
ン
等
を
行
ỳ
て
い

る
が
ỏ
独
居
老
人
が
増
え
て
い
る
な
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▲完成の待たれる誠和農道
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○
南
海
地
震
対
策
訓
練

　

去
る
９
月
６
日
ỏ
南
海
地
震
対
策

と
し
て
ỏ
県
内
一
斉
に
ủ
地
域
の
み

ん
な
で
防
災
訓
練
Ứ
が
実
施
さ
れ
ỏ

町
内　

カ
所
の
避
難
場
所
へ
約
５
２

２５

●要旨

○南海地震対策訓練

○第４６回港まつり

○地域活性化

○慶応義塾大学飯盛研究室奈半利合宿

○奈半利まるごとフェアinサニーアクシス南国

○中芸広域連合の取り組み状況

か
ỏ
心
の
通
い
合
え
る
憩
い
の
場
と

な
る
よ
う
な
対
策
を
望
む
Ố

　

ま
た
ỏ
県
が
国
に
提
案
し
て
実
施

し
て
い
る
事
業
も
今
後
ỏ
改
善
の
要

素
も
あ
る
Ố

　

保
健
業
務
の
広
域
化
に
よ
る
サ
ồ

ビ
ス
の
状
況
ớ
効
果
・
苦
情
Ờ
を
検
証

し
ỏ
窓
口
の
多
様
化
に
伴
ỳ
て
住
民

に
不
安
な
思
い
を
さ
せ
な
い
親
切
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
Ố

ớ
４
Ờ
町
民
会
館
の
計
画
的
な
有
効

活
用
の
検
討
を
要
請
す
る
Ố

　

特
別
支
援
学
校
の
東
部
地
区
へ
の

開
設
に
つ
い
て
ỏ
中
芸
地
域
ớ
中
芸

高
等
学
校
の
活
用
Ờ
に
開
設
を
予
定

し
て
い
る
Ố

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ỿ
ồ
ル
を
９
月
末

ま
で
に
ỏ　

月
に
は
計
画
書
を
作

１２

成
ỏ
平
成　

年
４
月
に
は
開
校
を
予

２３

定
し
て
い
る
Ốな
お
ỏ
現
段
階
で
は
ỏ

安
芸
ỏ
室
戸
か
ら
も
既
存
の
施
設
活

用
の
要
望
も
あ
る
Ố

 
○
調
査
事
件

ớ
１
Ờ
県
営
・
町
営
事
業
ỏ
交
付
金
事

業
の
発
注
状
況

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

　
　

ớ
９
月
８
日
Ờ

ớ
２
Ờ
な
は
り
観
光
文
化
協
会
の
第

６
期
決
算
報
告

ớ
３
Ờ
町
有
地
の
財
産
管
理

ớ
４
Ờ
そ
の
他

○
ま
と
め

ớ
１
Ờ
誠
和
農
道
は
ỏ　

年
度
ớ　

２２

２３

年
度
繰
越
Ờの
完
成
を
予
定
Ốớ
農
道

か
ら
町
道
へ
の
用
途
変
更
の
必
要
性

も
あ
る
Ờ

　

海
浜
セ
ン
タ
ồ
に
伴
う
計
画
・
管

理
・
運
営
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
Ố

　

指
定
管
理
者
な
ど
の
細
部
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
Ố

　

高
規
格
道
路
の
完
成
時
期
は
ỏ　

２２

年
度
早
期
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て

い
る
Ố

ớ
２
Ờ
第
５
期
の
決
算
報
告
の
説
明

を
受
け
た
Ố

ớ
３
Ờ
財
産
管
理
に
つ
い
て
は
ỏ
小

集
落
改
良
事
業
に
よ
る
未
解
決
地
の

処
理
に
つ
い
て
ỏ
過
去
の
経
緯
に
は

拘
ら
ず
ỏ
双
方
の
合
意
に
基
づ
い
て

交
渉
を
行
い
ỏ
鑑
定
士
に
よ
る
対
象

土
地
の
鑑
定
を
実
施
す
る
Ố

ớ
４
Ờ
そ
の
他
で
は
ỏ　

年
６
月
に

２１

構
成
員　

名
に
よ
る
農
作
業
の
受
委

１１

託
組
織
が
誕
生
し
た
Ố
今
後
は
ỏ
Ｊ

Ａ
奈
半
利
支
所
が
窓
口
と
な
り
ỏ
受

付
け
を
行
う
Ố
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▲防災ビデオによる啓発（保健センター）
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